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「ICTを活用した教育効果の検証」

【学習到達目標】

a.ICTを活用した効果的な指導法について説明で

きる。

b.アンケートやインタビューによる行動変容の

調査について具体的に説明できる。

【目 的】

ICTを活用した教育効果の検証について、ICTを活
用した効果的な指導法とその検証方法について説明
できる。



１.ICTを活用した効果的な学習法

方法軸： ICTを活用した学習場面の類型化

引用：教育の情報化ビジョン（P4，5 2011年）



２．実証内容の概要
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３．実践授業
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【単元分割】

単元の前半と後半に分ける場合

一つの単元における学習内容が前半と
後半で独立している場合

【単元毎】

単元U1と別の単元U2とする場合

単元の前半における学習結果が後半
の学習に関係がある単元の場合
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４．実践授業の例
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【同一学年、複数学級での実証授業が可能な場合】

実践授業
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５．実証授業の例
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【単学級で実証授業をする場合】

実践授業

単元U1前半 単元U1後半 単元U2前半 単元U2後半

A
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６．客観テスト・授業後意識調査
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客観
テスト

授業後
調査

実践授業における学習を評価するために
児童生徒の学習内容の到達度を測る目的で実施。

市販の単元テストや学校独自で作成したテストを活用
テスト内容は、実証授業での学習内容の範囲から
「知識・理解」「思考・判断・表現」「技能」等の観点で出題

授業前調査票の質問項目と同じ。

授業を実施した後に同様内容を実施することにより、
授業前との比較を実施。



７．事後調査
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事前調査時の質問項目と同じ。

事業を実施した後に同様の質問項目を実施することにより、
事前との比較を実施。

事前調査時の質問項目と同じ。

事業を実施した後に同様の質問項目を実施することにより、
事前との比較を実施。



８．調査結果 ■ICT活用スキル調査
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図 12 ICT活用スキル調査の前後比較(小学校)



８．調査結果 ■意識の変化
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図 14 実証授業前と実証授業後の意識の変化(小学校)
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８．調査結果 ■タブレット端末活用有無
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図 17 タブレット端末活用有無の比較(小学校)
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８．調査結果 ■因子別
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図 19 タブレット端末活用有無の比較(因子別)
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８．調査結果 ■教科別の客観テスト
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図 21 教科別の客観テストの成績
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８．調査結果 ■テストの評価観点
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図 22 テストの評価観点と総得点に対するテスト成績
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８．調査結果 ■まとめ
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■ICT活用スキル調査
→ICT活用スキルの多くの項目が有意に向上

■意識調査
→「思考・表現」，「電子黒板の活用」，「知識理解・意欲」，

「協働学習」が有意に高まった．

■タブレット端末の活用
→授業後の様々な評価が有意に高まった．

■客観テスト
→国語，社会，算数，理科では有意に高い



９．事業の成果
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■調査結果から得られた成果

■実証校における実践から得られた成果

■効果検証手順書
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ワークショップ

一斉授業におけるメディアの活用と、個別指導に
おけるメディアの活用では、その学習形態は異な
る。どのような学習が考えられ、学習環境に分け
て、メディアの活用と学習形態について話し合っ
て下さい。
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